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「わたしはお前に尋ねる。わたしに答えて見よ。」（ヨブ 38:3）●ヨブ

は、聖書の中で最も不条理を体験した人物でしょう。サタンによってヨ

ブは莫大な富と愛する家族をすべて失いました。ヨブは問いました。

「神がいるならなぜ？」と。しかし、神は問いに問いで返します。「おまえ

は何者か？」と。私たちにできることは神に問うことではなく、神に問わ

れることです。アウシュビッツ強制収容所を経験した精神科医ヴィクト

ール・フランクルは語ります。「人生に対して人は問うべきではない。人

生が問うているのであって人生に答えるのである。」 

「神はわたしに力を帯びさせ、わたしの道を完全に（する）」(詩編

18:33)●その人生の中で常に危機の中にあったダビデは神に信頼

するしか生きる術がありませんでした。人生の前半は、義理の父である

サウル王に命を狙われ、人生の後半は実の子であるアブサロムに殺意

を向けられ続けました。力なきダビデは、神の助けによってサウルの殺

意から何とか逃れることができました。ダビデにとってこの御言葉は自

分の体験から出てきた本心の言葉でした。私たちは、このダビデの詩

に見る本心からの賛美を捧げるものでありたいと思います。 

「わたしたちの主、救い主イエス・キリストの恵みと知識において、成長

しなさい。」(Ⅱペトロ 3:18)●ペトロはイエス・キリストを「わたしたち

の主」と宣言しました。ここには、明確に「イエス・キリストは神である」と

いう信仰の宣言があります。そして、クリスチャンの成長とは「キリストの

恵みと知識」によって生じると語ります。知識は恵みであるということが

重要です。知識は、神の力によって与えらえるプレゼントであり、自分で

積み重ねる人間の功徳ではありません。無学であったペトロ自身がそ

のことを体験してきました。 

「まことに、主はイスラエルの家にこう言われる。わたしを求めよ。そして

生きよ。」（アモス 5:4）●アモス書は繁栄を究めたヤロブアム二世の

治世下のイスラエルに語られた預言です。繁栄に水を差すようなアモ

スの罰の預言は時の権力者に嫌われ、彼は難しい状況の中で孤独に



預言活動をしました。アモスは神がそんなイスラエルに対して絶えず

「生きよ！」と語りかけてくださることを伝えています。私たちは生きるこ

とが苦しくなる瞬間があります。ですが、私たちにいつまでも「生きてほ

しい」と願ってくださるお方がいるのです。 

「わたしは大地に飢えを送る。それはパンに飢えることでもなく、水に渇

くことでもなく、主の言葉を聞くことのできぬ飢えと渇きだ。」（アモス

8:11）●豊かな日本において、戦争経験者とそうでない者の大きな違

いがあるとしたら「本当に飢えたことがあるか」という点でしょう。私自

身、命の危険を感じるほどの飢えを経験したことはありません。しかし、

神は「本当の飢え」とはパンを食べることができないことではなく、神の

言葉が失われることだと語ります。であるならば、神の言葉なしで生き

てるとき人は“本当に飢えている”のです。クリスチャンはキリストを信じ

ることで永遠にこの“本当の飢え”から逃れることができます。 

「わたしは、わが民イスラエルの繁栄を回復する。彼らは荒らされた街

を立て直して住み、ぶどう畑を作って、ぶどう酒を飲み、園を作って、実

りを食べる。」（アモス 9:14）●アモス書の最後に語られる終末の回

復は、今日、私たちが礼拝の中で実践している「主の晩餐式」に結実

します。新しいイスラエルである教会が神によって選ばれ、そこで、イエ

ス・キリストという畑から頂くぶどう酒とパンを飲食します。これこそ、ア

モス書で語られたイスラエルの回復の希望でした。ふじみ教会で守ら

れている礼拝は、旧約の神が約束した終末の回復なのです！ 

「信仰の戦いを立派に戦い抜き、永遠の命を手に入れなさい。命を得

るために、あなたは神から召され、多くの証人の前で立派に信仰を表

明したのです。」（テモテⅠ6:12）●私たちは天に国籍を持ちながら

地上で旅を続ける寄留者です。ゆえに、自分の内に厳然として存在す

る肉の思いと霊の思いの間で戦いが続きます。また、不条理な世界の

中でなぜ福音が実現されないのかという戦いの中にあります。私たち

はその戦いの中で疲れ、自分がどれほど惨めで小さきものであるかを

思い知らされます。しかし、そんな自分でありながらイエス・キリストへの

信仰があるならば十分「立派」であることを信じましょう。私たちは信仰

があるならば、それがどれほど小さなものであっても「立派」なのです。 

 


